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（２０１９年３月５日発行） 

第
三
十
回

カ
レ
ッ
ジ
川
柳
会
月
報
（
二
月
例
会
結
果
報
告
） 

日
時 

：
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
七
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所 
：
ウ
ェ
ー
ブ
一
〇
一
（
サ
ロ
ン
２
） 

講
師 

：
佐
藤
公
江
（
千
葉
県
川
柳
作
家
連
盟
理
事
） 

出
席
者
：
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

井
上
慧
姑
、
萱
野
澄
ゑ
、 

谷
口
勝
、
豊
田
桃
花
、
松
谷
の
ん
紀
、 

両
角
節
児
、
山
岸
順
、
黒
崎
与
三
坊 

 

課
題
「
器
量
」
互
選
句 

佐
藤
公
江 

講
評 

「
１
点
」 

難
題
が
順
次
リ
ー
ダ
ー
待
つ
試
練 

 
 
 
 
 

与
三
坊 

補
聴
器
を
ひ
と
つ
外
し
て
妻
の
愚
痴 

 
 
 
 

順 

５
０
年
つ
け
た
家
計
簿
い
ま
宝 

 
 
 
 
 
 

澄 

ゑ 

懺
悔
す
る
浮
気
の
夫
許
す
妻 

 
 
 
 
 
 
 

勝 

「
２
点
」 

４
Ｋ
か
ら
お
呼
び
掛
か
ら
ぬ
名
女
優 

 
 
 
 

順 

添
削
句 

４
Ｋ
が
あ
ば
く
女
優
の
シ
ワ
の
数 

 
 

政
治
家
の
会
見
見
れ
ば
器
量
見
え 

 
 
 
 
 

節 

児 

添
削
句 

会
見
で
議
員
男
を
ま
た
下
げ
る 

 
 

新
年
会
上
司
の
器
量
あ
て
は
ず
れ 

 
 
 
 
 

桃 

花 

添
削
句 

新
年
会
上
司
の
器
量
あ
ば
か
れ
る 

居
酒
屋
で
部
下
と
割
り
勘
す
る
課
長 

 
 
 
 

与
三
坊 

 

口
癖
は
職
場
の
上
司
任
せ
と
け 

 
 
 
 
 
 

慧 

姑 

添
削
句 

任
せ
と
け
上
司
口
だ
け
何
も
せ
ず 

う
な
じ
見
て
思
い
巡
ら
す
人
の
妻 

 
 
 
 
 

の
ん
紀 

「
３
点
」 

皆
子
供
ワ
シ
の
畑
の
器
量
良
し 

 
 
 
 
 
 

慧 

姑 

い
い
男
一
声
上
が
る
桟
敷
席 

 
 
 
 
 
 
 

の
ん
紀 

着
飾
っ
た
婚
活
だ
け
で
覗
け
な
い 

 
 
 
 
 

慧 

姑 

ど
ん
と
こ
い
お
金
以
外
は
聞
き
ま
す
よ 

 
 
 

節 

児 

 
 

添
削
句 

ど
ん
と
こ
い
何
で
も
聞
く
よ
金
以
外 

似
顔
絵
を
う
ま
く
描
き
す
ぎ
厭
が
ら
れ 

 
 
 

桃 

花 

「
４
点
」 

盛
り
か
ご
に
鎮
座
し
て
ま
す
見
舞
品 

 
 
 
 

の
ん
紀 

う
ち
の
こ
が
い
ち
番
可
愛
い
ド
ッ
グ
ラ
ン 

 
 

桃 

花 

ぐ
う
た
ら
が
ピ
ン
チ
に
見
せ
る
底
力 

 
 
 
 

与
三
坊 

「
５
点
」 

脇
役
で
生
き
た
人
生
味
が
出
る 

 
 
 
 
 
 

澄 

ゑ 

添
削
句 

脇
役
で
生
き
人
生
に
味
が
出
る 

怒
る
よ
り
誉
め
て
話
を
聞
く
上
司 

 
 
 
 
 

勝 

「
講
師
の
句
」 

パ
パ
似
ね
と
言
わ
れ
娘
の
ひ
き
こ
も
り 

 
 
 

公 

江 
器
量
よ
し
な
ぜ
か
世
間
の
風
あ
た
り 

 
 
 
 

公 

江 
美
女
が
ヒ
ゲ
つ
け
て
男
の
宝
塚 

 
 
 
 
 
 

公 

江 
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川
柳
と
は 

『
ズ
バ
リ
斬
る 

ホ
ロ
リ
泣
か
せ
る 

チ
ク
リ
刺
す 

ニ
ン
マ
リ
笑
う 

ポ
ン
と
膝
打
つ
』 

 

自
由
吟 

 
 

佐
藤 
公
江 

選 

「
秀
」 失

言
の
止
ま
ぬ
大
臣
居
続
け
る 

 
 
 
 
 
 

与
三
坊 

 

金
が
な
い
頼
ん
で
み
る
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

順 

上
の
句
を
借
り
て
は
み
た
が
ら
ち
あ
か
ず 
 
 

の
ん
紀 

手
に
か
け
る
実
の
子
で
あ
れ
権
利
な
い 

 
 
 

澄 

ゑ 

お
も
ら
し
を
勝
手
に
出
た
と
三
才
児 

 
 
 
 

の
ん
紀 

飯
ま
だ
か
数
独
解
け
ず
て
ん
や
物 

 
 
 
 
 

の
ん
紀 

 

騒
が
し
い
平
成
最
後
文
字
踊
る 

 
 
 
 
 
 

節 

児 

雪
の
日
は
コ
タ
ツ
に
入
り
猫
に
な
る 

 
 
 
 

勝 

 

「
客
」 縄

文
の
悠
久
の
美
に
酔
い
知
れ
る 

 
 
 
 
 

節 

児 

ト
ラ
ブ
ル
の
時
に
不
在
に
な
る
ト
ッ
プ 

 
 
 

与
三
坊 

胃
の
中
で
居
候
す
る
ピ
ロ
リ
菌 

 
 
 
 
 
 

与
三
坊 

下
戸
の
妻
た
ま
に
は
お
酌
し
て
欲
し
い 

 
 
 

勝 

編
物
が
好
き
で
か
ら
ん
だ
糸
と
針 

 
 
 
 
 

澄 

ゑ 

   

「
人
」 

 
 

国
境
の
壁
造
る
人
壊
す
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

勝 

 

「
地
」 

 
 

七
回
忌
母
の
ぬ
く
も
り
い
な
り
ず
し 

 
 
 
 

澄 

ゑ 

 
 
 

「
天
」 

 
 

清
濁
を
あ
わ
せ
呑
み
こ
む
得
意
技 

 
 
 
 
 

順 

  

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

お
知
ら
せ 

 

次
回
三
月
例
会
予
定 

日
時
：
三
月
二
十
七
日
（
水
）
午
後
一
時
～
四
時 

場
所
：
美
浜
公
民
館
・
第
一
会
議
室 

①
課
題
「
ワ
ン
ダ
フ
ル
」
三
句
（
互
選
） 

※
三
月
二
十
三
日
ま
で
に
事
務
局
あ
て
投
句
を
。 

②
「
自
由
吟
」 

 

二
句
以
上
（
佐
藤
公
江
選
） 

※
例
会
当
日
に
投
句
願
い
ま
す
。 

 


